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概要
・XRとは何か
・用語の定義
・XRが導入される様々な分野
・XRならではの価値
・よくあるお悩み
・当社のXRサービス
・お問い合わせ先

企業担当者のためのXR GUIDE 2021

©CREEK and RIVER Co., Ltd.2



XRとは何か

XRとは、

VR(=Virtual Reality /仮想現実)
AR(=Augmented Reality /拡張現実)
MR(=Mixed Reality /複合現実)

の総称です。XRの技術は視覚や体験から
得られる情報の量や質を劇的に変化させら
れる強力な"武器"です。
新しい生活様式やDX、5Gの登場等といった
流れを受け、事業活動のイノベーションに
必須のツールとなりつつあります。
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用語の定義 VR

AR

MR

360°、仮想空間に没入することができる
技術。ヘッドマウントディスプレイを被
るだけがVRではない。

デバイスを通して、現実空間にデジタル
情報を付与することのできる技術。

ARからさらに発展して、現実空間の位置
情報などを検知しデジタル情報と連動さ
せることで、現実空間と仮想空間をミッ
クスしたような体験が創出できる技術。
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XRが当たり前の世の中は必ず来る。
企業がXRを導入する様々な分野

DX
5G

new
normal

digital
twin

遠隔
監視

バーチャル
会議

点群データ
CADデータ

活用

研修
訓練

作業
支援

採用
強化

営業
販促
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能動的な体験による
記憶や学習への効果

XRでは紙面や2Dの動画とは異なり、見回す・近づく
などの視聴者の「能動的な体験」が喚起されます。こ
れにより記憶の定着や状況の理解に有用であることが
各種研究で明らかになっています。

XRならではの価値

物理的な制約から解放
された非日常の表現

XRなら場所や時間などの制約を超え、その場に居るか
のような、目の前にあるかのような体験が創出できま
す。高度に実践的な人材教育からイノベーティブな事
業環境組成までビジネス成長の可能性が広がります。

360°の圧倒的な情報量
(VR)

視界のすべてを情報に囲まれるVRは取得できる情報量
が圧倒的に多いです。ものの大きさや状況の雰囲気な
ど、これまで表現しにくかった情報を伝えることに適
したツールです。

触れられるほどの実在感
(AR/MR)

現実空間に情報を付与するAR/MRは、センサーや通信
システムの進化と相まって、現実空間での体験を強力
に補強する充実した体験を創出できるまでになってい
ます。
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よくあるお悩み

新しい生活様式の中で、当社も“DX”を検討すべしと言われている。
情報収集をしていたらXRにも興味を持ったのですが…。

バーチャル会議・研修・イベントなど、VRでコミュニケーションを取り
たいです。どうやったらいいですか？費用の調べ方もわかりません。

様々なデバイスが登場したMRに興味がある。遠隔での作業支援などで
業務を効率化したいが、今はどこまで何ができるのでしょうか。

VRを使って社員のトレーニングをしている。密回避が求められる中、より活用を
強化したいが、独自のVR教材を量産するにはコストがかかりすぎる…。

"DX"がビッグワードになっている昨今。まずは
どんな課題解決が事業成長に必要か一緒に考えま
しょう。目的をとらえ続けることが重要です。

最初に目的やターゲットを明確にしましょう。用
途・運用次第で、利用すべきシステムやコンテンツ
が変わります。当社で情報収集をサポートします。

実際に触ってみないとわからないものです。
当社ではR&Dを常時行っていますので連携さ
せていただきます。

費用対効果を見極めて全体計画を設計しま
しょう。活用できるツールや開発手法など
をご紹介いたします。

事例を知ること
がヒントになります！

当社XR関連事例
（一部抜粋）
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C&Ｒ社　5つのXRソリューション



人と企業のより良い
未来に向けて、
XRができることを
追求します。
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お問い合わせ先
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